
 

２０２4年度第 3回核兵器廃絶市民講座 

核兵器のない世界をめざして 

 

 

日 時：10月 5日（土） １３：3０～１5：００ 

会 場：長崎原爆資料館ホール&オンライン(Zoomウェビナー)  

テーマ：「近づく米大統領選ー核軍縮の行方を考える」 

 

 

 

１３：3０～１３：35 

 

 

 

 

開会あいさつ 

 吉田 文彦 

 RECNAセンター長 

 

 

１３：35～１5：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演 

「近づく米大統領選ー核軍縮の行方を考える」 

 

 太田 昌克 

 共同通信編集委員・RECNA客員教授 

 

 西田 充 

 長崎大学多文化社会学部教授 

 

 樋川 和子 

 RECNA副センター長・教授 

 

進行 

 吉田 文彦 

 RECNAセンター長・教授 

 

 

質疑応答 

 

 

15：10～ 

 

「RECNAと語ろう」 

会場：平和学習室 

  



 

講師 プロフィール 

 

太田 昌克（共同通信編集委員・RECNA客員教授） 

 
共同通信社編集委員（論説委員兼務）。早稲田大学客員教授。 

1968年生まれ。早稲田大学政治経済学部卒。政策研究大学院大学修了（博士）。

1992年、共同通信社入社。外交・安保、核・原子力政策を中心に取材。 

ワシントン特派員時代の核問題報道でボーン・上田記念国際記者賞受賞。 

新著『核クライシス』（ハヤカワ新書）を今年８月に出版。 

 

 

 

          西田 充（長崎大学多文化社会学部教授） 

専門は、軍備管理・軍縮・不拡散。主な著書は、『核の透明性―米ソ・米露及び

NPTと中国への適用可能性』（単著）、『NPTー核のグローバル・ガバナンス』（共

著）。外務省にて長年軍縮不拡散分野に従事（在米日本国大使館、軍備管理・軍

縮課、ジュネーブ軍縮会議日本政府代表部、不拡散科学原子力課など）。ミドル

ベリー国際大学院モントレー校で不拡散を専攻。一橋大学で博士号（法学）取得。 

 

 

 

樋川 和子（RECNA副センター長・教授） 

専門は核軍縮・核不拡散。山梨県出身。日本国際問題研究所客員研究員、一般

社団法人 WNP 共同創設者。大阪女学院大学大学院にて博士号（平和・人権研

究）取得。 


